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福島第一原子力発電所の汚染水は、SARRY などで Cs と Sr を除去しているが、今後、アクチニドイオ

ンの濃度の上昇が予想される。そこで、アクチニド（3 価）の模擬物質としてネオジムのケイチタン酸

吸着材の吸着挙動を把握した。 
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1. 緒言 
福島第一原子力発電所では、ケイチタン酸系吸着材（CST）を用いて Cs と Sr を同時に除去している

が、今後、アクチニドイオンの上昇が予想される。そこで、SARRY などで用いられている CST のアク

チニド（Am などの 3 価）の模擬物質として、ネオジム(Nd)の吸着挙動を把握した。 
2. 平衡吸着試験 

Ca、Mg、K、Na イオンを模擬した模擬汚染水に CsCl、SrCl2、

NdCl3を混合した（Nd、Cs、Sr 濃度:約 2 ～2000 ppm）溶液を用

いた。試験方法は前報 1)と同様な方法を用いた。CST の平衡吸着等

温線を求め、汚染水中の 241Am の濃度を 3.3×10-14 mmol･cm-3 と

想定し、その濃度で等温線から Nd、Cs、Sr の分配係数:Kd＝

□□･□□∙□□吸着量

□□･□□∙□□の溶液濃度
 (cm3･g-1)を求めて図１に示す。:Kd は、Nd＞Cs=Sr

の順になった。 

3. カラム試験 
試験方法は前報 1)と同様なカラム試験方法を用いた。模擬汚染水

に Nd、Cs および Sr を約 2 ppm 添加した溶液を内径 2 cm 充填高

さ 10 cm に CST を充填したカラムに流速：約 40 cm･min-1で流し

た。Nd、Cs、Sr の破過曲線を図 2 に示す。Bed volume は、通液

容量をカラム体積で割ったものと定義した。カラム試験では、Sr、
Cs、Nd の順に立ちあがった。Sr は、Cs や Nd より吸着速度の影響

を受けて破過曲線が早く立ち上がったと考えられた。また、

100~1000 Bed volume で Nd の相対濃度が変動しているが、初期に

Na が多く溶出しており、模擬汚染水より Na 濃度が高くなったことから、カラムの出口水は pH が高

くなったと考えられ、Nd(OH)3などの沈殿物が生じたと推定された。 
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図１ Nd、Cs、Sr の分配係数 
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図 2 Nd、Sr、Cs の破過曲線 

2K11 2024年秋の大会

 2024年 日本原子力学会 - 2K11 -


